
　

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
︒
一
年
以
上
が
経
過
し
た
今
︑

感
染
者
の
下
げ
止
ま
り
と
新
た

に
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が
心

配
さ
れ
る
状
況
の
下
︑
雲
南
が

誇
る
サ
ク
ラ
が
開
花
し
︑
私
た

ち
の
疲
れ
た
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
︒

　

さ
て
︑
二
月
県
議
会
で
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
︑
丸
山
県
政
の
柱
で
あ
る

島
根
創
生
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活

発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
︒

　

最
終
日
に
は
︑
新
年
度
予
算

総
額
四
千
六
百
七
十
億
円
な
ど

計
八
十
三
議
案
が
可
決
成
立
し

ま
し
た
︒

令
和
三
年
二
月
定
例
会

①
J
R
木
次
線
存
続
問
題

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者

　
対
策

③
監
査
制
度
の

　
充
実
強
化
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

　

木
次
線
存
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
第

八
号
で
も
特
集
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

丸
山
知
事
は
所
信
表
明
で
「
Ｊ
Ｒ
木

次
線
の
利
用
促
進
の
た
め
支
援
を
強
化

し
て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
る
支
出
で
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
し
い
県
財
政
の
中
、
新
規
に
利
用
促

進
事
業
費
二
千
百
万
円
を
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
す
る
に
あ
た
り
、
「
雲
南

市
蒸
気
機
関
車
Ｃ
５
６
１
０
８
保
存

会
」
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
方
々
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
雲
南
市
木
次
町
に
展
示
さ
れ

て
い
る
蒸
気
機
関
車
の
管
理
を
中
心
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
更
に
存
続

の
た
め
の
写
真
展
や
機
関
誌
の
発
行
、

ウ
エ
ブ
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
も
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
久
野
駅
で
は
、
駅
構
内
で
畑
を
耕

す
独
創
的
な

環
境
を
整
備

さ
れ
、
駅
周

辺
で
は
毎
年

イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
出
雲

大
東
駅
舎
内

で
は
音
楽
会

が
開
か
れ
、

工
夫
し
た
楽

し
い
仮
装
列

車
も
走
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
日
登
駅
で
は
、
木
次
線
で
働
い
て

い
た
メ
ン
バ
ー
が
当
時
の
勤
務
服
装
で

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
頃
を
再
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
関
係
自
治
体
や
地

域
住
民
は
地
道
な
活
動
に
汗
を
流
さ
れ

て
い
ま
す
。
堀
江
晴
俊
保
存
会
長
は
、

各
地
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
連
携

強
化
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、

啓
発
と
利
用
促
進
が
十
分
に
出
来
な
い

状
況
で
す
。

　

令
和
三
年
一
月
二
十
二
日
の
毎
日
新

聞
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
長
谷
川
社
長
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
で
外
出
・
出
張
の
自
粛

や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
で
鉄
道
利
用
客

が
減
り
、
本
年
度
末
二
千
億
円
を
超
え

る
最
終
赤
字
と
な
る
見
通
し
で
、
翌
期

は
二
年
連
続
の
赤
字
は
避
け
た
い
。
赤

字
ロ
ー
カ
ル
線
は
喫
緊
の
課
題
。
バ
ス

や
Ｊ
Ｒ
Ｔ (

次
世
代
型
路
面
電
車)

へ
の

代
替
え
な
ど
輸
送
の
在
り
方
に
つ
い
て

積
極
的
に
問
題
提
起
し
て
い
く
」
と
述

べ
、
廃
線
を
含
め
て
地
元
に
打
診
す
る

考
え
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
に
対
し

て
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
説
明
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
十
分

に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

孤
立
さ
せ
な
い
対
策
が
急
務

　

高
齢
者
が
高
齢
者
を
守
る
地
域
に

と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
極

め
て
大
事
な
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

自
治
会
活
動
が
抑
制
さ
れ
、
近
所
付
き

合
い
も
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
雲
南
市
に
お
い

て
『
孤
独
死
』
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
は
一
月
二
十
四
日
に
親
族
の

方
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
自
宅
に
一
月

十
六
日
ま
で
の
メ
モ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
通
常
、
た
ま
っ
た
新
聞
受
け
を
見

れ
ば
異
変
に
気
が
付
き
ま
す
が
、
購
読

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
発
見
が
遅
れ

た
要
因
の
よ
う
で
す
。

　

県
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、
七

人
に
一
人
の
割
合
で
、
今
後
益
々
増
え

て
行
く
の
は
確
実
で
す
。

　

社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ

り
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活

へ
の
支
援
に
加
え
、
見
守
り
や
声
掛
け

な
ど
地
域
全
体
で
支
え
る
必
要
性
が

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
活
動
で
は
、
自
治
会
で
の
会
合
や
行

事
な
ど
を
通
じ
た
日
常
生
活
▽
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
個
別
訪
問
▽
声
掛
け
▽
安

心
旗
の
掲
揚
▽
郵
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
安
否
確
認
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ

ス　
　

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
二
月
十
六
日
〜
三
月
十
六
日
）

JR    

廃
線
を
含
め
て

　
　
　
　
打
診
す
る
考
え

県
　
利
用
促
進
へ

　
　 

二
、一〇
〇
万
円
計
上

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和３年３月
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保存会の皆様（左側）との意見交換

清掃活動に汗を流す保存会員たち



　

二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
議
会
中
、
丸
山

知
事
の
聖
火
リ
レ
ー
中
止
の
検
討
、
国
が
緊
急

事
態
宣
言
し
た
都
道
府
県
の
み
の
飲
食
店
へ
の

補
償
対
策
の
是
正
要
求
、
そ
し
て
小
池
東
京
都

知
事
の
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
優
先
の
コ
ロ

ナ
対
策
の
進
め
方
に
痛
烈
な
批
判
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
場
主
義
、
県
民
目
線
で
行
動
さ
れ
て
い
る

丸
山
知
事
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
発
言
さ
れ
て

い
る
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
京
を
中

心
に
考
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、
国
や
東

京
都
を
批
判
す
る
丸
山
知
事
の
姿
勢
に
新
鮮
さ

を
感
じ
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
、

知
事
の
発
言
に
多
く
の
国
民
が
共
感
を
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
も
国
に
対
し
同
様
の
考
え
で
、

三
月
八
日
に
疲
弊
す
る
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
へ

の
救
済
を
主
と
す
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
知
事
会
で
も
影
響

を
受
け
て
い
る
三
十
四
県
の
知
事
が
国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

二
年
前
に
農
林
水
産
商
工
委
員
長
に
就
任
し
、

新
し
い
島
根
農
業
の
確
立
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

と
決
意
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
発
生
の
た
め
の
対
策
が
中
心
と
な
り
、

当
初
計
画
し
た
調
査
研
究
も
中
途
半
端
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
米
中
心
の
農
業
で

は
中
山
間
地
は
生
き
残
れ
な
い
と
常
々
思
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
水
田
園
芸
と
畜
産
を
振
興
し

て
い
く
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
幸
い
で
す
。

　

次
は
ど
の
委
員
会
に
所
属

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

丸
山
知
事
の
政
治
姿
勢
を
見

習
い
、
現
場
主
義
、
県
民
目

線
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
高
齢

者
自
身
の
外
出
や
地
域
で
の
交
流
が
少

な
く
な
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
活
動
も

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
生
委
員
に

よ
る
積
極
的
な
電
話
や
訪
問
に
よ
る
見

守
り
、
声
掛
け
や
知
恵
を
絞
っ
た
自
治

会
の
先
進
的
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

事
例
と
し
て
、
木
次
町
斐
伊
自
主
組

織
と
三
刀
屋
町
鍋
山
自
治
振
興
会
で
は
、

携
帯
電
話
の
親
子
機
能
を
利
用
し
た
二

十
四
時
間
態
制
の
見
守
り
、
看
護
師
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
水
道
検
針
に
合

わ
せ
た
声
掛
け
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
部
統
制
評
価
報
告
書
を

　
提
出
へ

　

地
方
制
度
調
査
会
か
ら
の
答
申
に
よ

り
、
平
成
二
十
九
年
地
方
自
治
法
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
旨
は
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
守
っ
た
中
で
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る

事
務
の
適
正
化
を
確
保
す
る
た
め
に
監

査
制
度
運
用
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
県

は
来
年
度
に
向
け
て
の
方
針
の
策
定
と

『
内
部
統
制
評
価
報
告
書
』
を
毎
年
議

会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

WEBサイト

県
議
会
の
動
向
、
詳
し
い

活
動
状
況
に
興
味
あ
る
方

は
ア
ク
セ
ス
を
！

高橋まさひこ事務所
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〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888
TEL.0854-43-8057　FAX.0854-43-6479

常に身につけている緊急時ホットラインの子機

令和3(2021) 年度
当初予算のポイント

　新年度の当初予算は、引き続いて新型コロナウルス感染
症対策と、丸山県政が２０年度から力を注ぐ人口減少対策
を盛り込んだ『島根創生』推進の両立を進める予算として
編成しています。　
　奥出雲・雲南地方での暮らし、経済活動に大切なＪＲ木
次線の利用促進にも新規事業が盛り込まれました。

新型コロナウイルス対策　147億円

活力ある産業をつくる　　302億円

結婚・出産・子育ての希望をかなえる　107億円

地域を守り、のばす　　385億円

島根を創る人を増やす　　51億円

○ワクチン接種に伴いコールセンターなど相談体制整備 … 5,804万円　　　○中小企業への制度融資 … 10億3,100万円
○「GoToイート」に県独自の上乗せ支援 … ６億円　　　○PCR検査体制の確保 … 1億7,697万円

〇「美肌県しまね」の観光振興 … ３億4,100万円　　　〇若年者の県内就職促進 … ３億1,041万円
〇持続可能な米作りの確立 … １億2,500万円　　　 　〇特色ある生産と販売の促進 … ２億5,800万円

〇放課後児童クラブの時間延長や待機児童解消など支援 … ７億5,007万円
〇小学校６年までの医療費助成 … ２億4,200万円　　　〇不妊治療支援 … ２億6,200万円

〇JR木次線利用促進 … 2,110万円　　　〇農林漁村のインフラ整備 … 71億4,900万円
〇「モデル地区」の構築による小さな拠点づくり … 3,000万円

〇U・Iターン希望者受け入れ充実 … ４億3,900万円　　　〇県内の高校生、大学生の地元就職促進 … ３億2,100万円
〇外国人の受け入れ・共生 … ２億2,374万円

当初予算額：４，670億円

人口減少に打ち
勝つための総合
戦略の推進

人口減少に打ち
勝つための総合
戦略の推進

生活を支える
サービスの
充実

生活を支える
サービスの
充実

安心安全な
県土づくり
安心安全な
県土づくり

新型コロナ
ウイルス対策
新型コロナ
ウイルス対策

特
集

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

845億円
701億円

652億円
147億円

予算の４つの柱


